
令和６年度海老名市予算の概要
まちづくり第２ステージへ ～新たなる挑戦～

○市税 255億3,700万円（４億４,500万円、1.8％増）
・個人市民税 96億5,900万円（△1億9,400万円、 2.0％減）

・法人市民税 13億9,300万円（ 1億9,400万円、 16.2％増）

・固定資産税 116億9,300万円（ 2億9,100万円、 2.6％増）

○地方譲与税及び各種交付金 51億5,100万円（7億4,100万円、16.8％増）
○基金繰入金 15億8,600万円（3億5,700万円、29.0％増）
○市債 23億円（2,300万円、1.0％増）

○義務的経費 265億 300万円（16億6,600万円、6.7％増）
・人件費： 88億 100万円（ 3億4,400万円、4.1％増）

・扶助費：146億6,400万円（12億7,400万円、9.5％増）

・公債費： 30億3,800万円（ 4,900万円、1.6％増）

○普通建設事業費 34億2,800万円（△3億8,100万円、10.0％減）

◆予算総額 800億1,200万円（26億600万円、3.4％増）

◆一般会計 508億9,100万円（23億2,400万円、4.8％増）

◆特別会計 242億 400万円（３億 400万円、1.3％増）

・国民健康保険事業特別会計 120億9,100万円（△2億2,100万円、 1.8％減）

・介護保険事業特別会計 95億3,700万円（ 3億円、 3.2％増）

・後期高齢者医療事業特別会計 25億6,500万円（ 3億1,200万円、13.9％増）

・公共用地先行取得事業特別会計 1,100万円（△ 8,700万円、88.7％減）

◆企業会計 49億1,700万円（△2,200万円、0.4％減）

・公共下水道事業会計 49億1,700万円（△2,200万円、0.4％減）

予算総額、一般会計ともに３年連続の増額で、過去最大となりました。

予 算 規 模

歳 入（一般会計）

歳 出（一般会計）

（ ）内は対前年度比

（ ）内は対前年度比

（ ）内は対前年度比



■白石市との姉妹都市協定締結30周年記念式典の実施 180万円〈新規〉
宮城県白石市と姉妹都市を締結して30周年を迎えることから、「30周年記念式典」を行います。

■国際化事業の充実 1,500万円 〈新規〉
市内在住の外国籍市民を対象に「一元的相談窓口」「日本語教育支援」

「多文化交流」を３つの柱として、国際化事業を展開します。

充実して暮らせるまち

■デマンド型交通高齢者外出支援実証運行 7,600万円〈新規〉
よりきめ細かな移動支援を目指し、デマンド型による使いやすい高齢者外出

支援の実証運行を実施します。

■がん患者等医療用補整具購入費用の助成 180万円〈新規〉
がん治療による外見の変化を補うため、ウィッグ及び胸部補整具の購入費

用を助成します。※上限３万円

健やかに暮らせるまち

■イルミネーションのシンボルツリーの設置 800万円〈新規〉
海老名駅東口にイルミネーションのシンボルツリーを設置し、海老名駅周辺のさらなる

にぎわいを創出します。

■電気自動車急速充電器の再整備 1,200万円〈新規〉
電気自動車の普及を促進するため、市役所前に設置している電気自動車の急速充

電器を再整備します。

にぎわいがあり自然に優しいまち

主要事業の概要
元気な海老名を次世代につなぐまちづくりをはじめ、高齢者・子ども・障がい者に寄り添った、誰にでも優しい

まちづくりに向けて令和６年度予算を「まちづくり第２ステージへ ～新たなる挑戦～」として編成しました。

■中新田丸田地区土地区画整理事業の推進 2,300万円
土地区画整理事業により新市街地の形成に向けて取組みを進めている中新田丸田地区は、

令和６年３月末の市街化区域編入及び組合設立後、造成工事に向けた地盤改良を実施します。

■海老名駅東口自由通路延伸による歩行者空間の確保 2,600万円
来街者や居住人口の増加が見込まれることから、歩車分離された安全で回遊性のある歩行者

空間を確保するため、市道海老名駅大谷線の東側を通る自由通路延伸に関する基本計画を策

定します。

■You Bus実証運行の実施 ～門沢橋ルート～ 3,600万円 〈新規〉
既存の地域公共交通では対応しきれないきめ細やかな移動支援を目指し、現在、

下今泉地区において実施しているＹｏｕ Ｂｕｓ実証運行を門沢橋地区においても開始

します。

便利で快適に暮らせるまち

電気自動車急速充電器

You Bus
運行車両

中新田丸田地区対象区域図

実証運行のイメージ

ユー バス



安全で安心して暮らせるまち

■４市間の消防通信指令業務の共同運用に向けた整備 1,300万円
三市消防指令センターについて、大和市を加え、現状の３市（海老名市、座間市、綾瀬市）から

４市での共同運用とし、災害情報を一元化することにより応援体制の充実強化を図ります。

■市内コンビニエンスストアへのＡＥＤ設置 130万円〈新規〉
市内コンビニエンスストアに24時間365日使用できるＡＥＤを設置し、

救命率の向上に繋がる利用環境の整備を進めます。

かがやきを創造するまち

■電子ブック作成・配信ツールの導入 50万円〈新規〉
PDFファイルから電子ブックを作成する

サービスを導入し、多言語対応のデジタ
ルブックを配信します。

新たな発見ができるまち

豊かな学びを育むまち

■学校教材の無償化 １億5,000万円〈新規〉
小中学校全児童・生徒の教材費を全額負担します。

■中学校完全給食の実施 ～給食費一部公費負担～ 3,800万円〈新規〉
令和６年４月から中学校の完全給食を開始します。また、昨今の物価上昇による食材費について、保護者の負担軽減を

図るため、令和６年度は小中学校ともに１食あたり20円を公費で負担します。

■小中学校屋内運動場空調機の整備 4,300万円〈新規〉
児童生徒に安全・安心な学習環境を提供するとともに、避難所予定施設とし

て機能強化を図るため、小中学校の屋内運動場に空調機を整備します。
給食のイメージ

AED設置イメージ

■「＃好きです海老名」の投稿写真等で写真集を作成 60万円〈新規〉
インスタグラムの「＃好きです海老名」の投稿写真や「＃好きです海老名」で募集し

た海老名のお気に入りのスポット写真を用いて、写真集を作成し、市政情報を併せて
海老名の魅力情報を発信します。

■海老名の魅力ベンチの設置 70万円〈新規〉
子どもたちが描いた海老名の魅力をデザインしたベンチを

設置し、訪れた方がＳＮＳ等で発信することで、市の認知度
向上に繋げていきます。

写真集イメージ

海老名の魅力ベンチイメージ

消防通信指令センター
イメージ

学校教材のイメージ



○令和６年度の市債残高は404億200万円（前年度比8億8,300万円の減）、
基金残高は83億2,600万円（前年度比3億9,400万円の減）となる見込みです。

海老名市 財務部 企画財政課
電話 046-235-8453（直通）
ＦＡＸ 046-233-9118
Ｅ-Mail zaisei@city.ebina.kanagawa.jp

お問い合わせ先

（単位:千円）
区分 令和４年度末 令和５年度末 増減額 令和６年度末 増減額

市債残高 39,702,496 41,284,433 1,581,937 40,401,904 △882,529

一般会計 28,031,338 29,861,810 1,830,472 29,291,855 △569,955

特別会計 108,800 178,200 69,400 167,395 △10,805

企業会計 11,562,358 11,244,423 △317,935 10,942,654 △301,769

基金残高 8,592,368 8,719,636 127,268 8,326,021 △393,615

財政調整基金 3,072,538 2,689,167 △383,371  2,953,284 264,117

新まちづくり基金 1,356,798 1,371,799 15,001 961,168 △410,631

公共施設等あんしん基金 2,556,740 2,759,858 203,118 2,813,103 53,245

その他基金 1,606,292 1,898,812 292,520 1,598,466 △300,346

注:特別会計で管理する基金は除いています。

国の補正予算に伴い補助金を活用するため、令和６年度事業の一部を前倒し、
令和５年度補正予算と令和６年度当初予算を一体的に編成しました。

○予算額
一般会計予算総額 514億7,100万円
令和６年度一般会計当初予算額 508億9,100万円

令和５年度一般会計補正予算へ前倒した額 5億8,000万円

道路整備事業

■市道５９号線拡幅改良工事 6,400万円

小中学校整備事業

■中新田小学校校舎外装改修工事〈新規〉 2億9,900万円

■大谷小学校屋内運動場大規模改修工事〈新規〉 1億6,900万円

■小中学校自動火災報知設備改修工事〈新規〉 4,800万円
空調機設置イメージ


